
別紙１ 参考様式

１ 対象地区の現状

２ 対象地区の課題

４ ３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

農地の耕作計画および貸付等の意向
 農業委員会等と連携して普通畑を中心に所有者および耕作者の意向を把握する。

作物生産に関する取組方針
 一般車両の通行が多いため機械の使用は特に注意する。
 農薬等の使用の際は特に注意して行う。（風向きなど）

 当集落内の農地については、中心経営体（茶生産者）が規模拡大の意向を示していることから、普通畑の
耕作状況や地権者の意向を把握しながら中心経営体へ集約化を図る。
また茶生産に対する住民の理解が重要となるため、適正な農地管理を徹底する。

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 0.0ha
ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.0ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 1.8ha
（備考）

 当地区は農地全体の約80%で茶が栽培されており、その他の普通畑（露地野菜等）においても、現時点で
は耕作中の農地が多い。
住宅地から近い位置にあるため、茶生産に対する住民の理解が必要である。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

①地区内の耕地面積 10.2ha
②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 8.2ha
③地区内における６５才以上の農業者の耕作面積の合計 1.9ha

鹿児島市 春山町桟敷原 令和4年2月28日 ー

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日



10.00 ha8.18 ha計

ha 桟敷原有 茶 1.23 ha 茶 1.40認農 E 63 歳 2 人

0.60 ha 桟敷原人 有 茶 0.32 ha 茶認農 D 36 歳 2

ha 桟敷原有 茶 5.74 ha 茶 6.50認農・法 C 38 歳 6 人

桟敷原茶 0.65 ha 茶 0.90 ha

0.60 ha 桟敷原

認農 B 68 歳 2 人 有

0.24 ha 茶認農 A 71 歳 3 人 有 茶

農業を営む範囲
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